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はじめに
日本において､日常生活事故による死亡率には性差が
存在し､男性の死亡率が女性と比べて高くなっている｡
このような人的被害の性差には､動作特性､身体能力な
どの生物学的な要因や､生活時間､性別役割分担､ある
いは住宅構造といった社会的な要因が関連していると考
えられる1)0
住宅内で発生する事故については､様々な研究がなさ
れており､安全な生活環境の実現を目指して､日常生活
における動作特性などを中心に､多くの知見が得られて
いる｡歩行動作については､伊藤ら2)のつまずきと歩行
に関する年代別の検討や､遠藤ら3)よる博書物通過時の
歩行形態の研究などがある｡階段に関しては､大嶋ら4)
の安全な階段に関する研究､階段寸法と昇降動作を取り
上げた高橋ら5)の研究がある｡しかし､その一方で､こ
れらの研究の多くは､性別の検討が行われておらず､性
差に視点を置いた研究は､ほとんどなされていないのが
現状である｡
しかし､日常生活事故による人的被害の軽減を目的と
して検討を行う場合､年齢特性のみではなく､性別特性
を明らかにすることも重要であると考える｡日常生活事
故の性別特性には､先に述べたように様々な要因が関わ
っている｡そして､社会的要因の関連も決して小さくは
ないと推察されるが､社会的要因のほとんどは､具体的
な数値などに表現できず､その関連を明らかにすること
は難しい｡
そこで､本研究では､●日本とは社会的背景及び社会的
な性差が異なると考えられる諸外国との比較を行うこと
により､日常生活事故による人的被害の性差と社会的要
因との関わりを明らかにすることを目的としている｡本
論文では､詳細な統計資料が入手できたイギリスとの比
較を行う｡
(1)
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研究の方法
本研究では､統計資料として､日本の厚生省から発行
されている人口動態統計 6)と､イギリスのOfficefor
NationalStatistics発行のMortalityStatistics-cause-7)
を用いた｡データは､ともに1995年度のものであり､イ
ギリスの統計は､イングランドとウェールズについての
データである｡これらの統計に使用される死因は､国際
死因分類に基づき統一されている｡
日常生活事故とは､住宅を含む生活環境内で起こる不
慮の事故を指し､人口動態統計においては交通事故を除
いた不慮の事故と定義されている｡本研究では､日常生
活の中でも特に住宅内で発生率が高いと考えられる階段
からの転落､同一平面上での転倒､浴槽内での溺死の3
つの事故を取り上げている｡また､社会的要因の影響を
明らかにするという観点より､その影響が大きいと考え
られる建物からの転落事故を検討に加えた｡
結果と考察
l 日常生活事故による人的被害の性差の実態
日本
図1に日本における日常生活事故による死亡率の性差
を示す｡棒グラフ内の数字は､10万人に対する死亡率を
表している｡
溺死事故や転倒事故については､近年の高齢化に伴っ
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図1. 日常生活事故による死亡率の性別割合(日本)
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て､女性高齢者の死亡率が増加 しており､性差はほとん
ど見られない｡しかし､転落事故については､場所に限
らず男性の死亡率が高く､全体の7-8割を占めているこ
とが分かる｡
イギリス
イギリスにおける日常生活事故による死亡率の性別割
合は図2のようになる｡グラフ内の数字は､図1と同様
に､10万人に対する死亡率である｡
同一平面上での転倒と建物からの転落については､日
本と同じような傾向を示している｡ しかし､浴槽内の溺
死に関しては､男性の死亡率が高く､階段からの転落に
ついては､ほとんど性差が見られない｡これは､日本と
は異なる傾向である｡
日常生活事故の総数では､ 日本は全死因の3.3%､イ
ギリスは2.2%と､イギリスでは､日常生活事故による
死亡は日本よりも少ない｡性別に見ると､日本の男性は
全死因に対して3.5%､女性が3.0%であり､イギ リスは
男性2.8%に対して､女性1.6%となっている｡全体的に
は､イギリスの方が死亡率の性差が大きい｡
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図2. 日常生活事故による死亡率の性別割合(イギリス)
ll 年齢層別にみる死亡率の性差の比較
日常生活事故の年齢特性は､延原らによると ｢0-14
歳｣｢15-64歳｣｢65歳以上｣の3グループに区分できる
ことが明らかになっている8)｡今回の検討では､ この3
区分に､死亡率の急増する75歳以上の後期高齢者と､危
険率の高い0-4歳の乳幼児をさらに加え､5つに分類 し
た｡
それぞれの事故について､5区分の年齢層別における
死亡率の性比を図3に示す｡
両方の溺死事故とイギリスの建物からの転落を除けば､
生産年齢層と呼ばれる15-64歳で､性差が大きくなる傾
向は､ともに変わらない｡しかし､日本の方が性差は顕
著である｡特に､総数では､ほとんど性差のない転倒事
故についても､この年代での性差は大きく､男性の死亡
率が高くなっており､日本の男性はこの年齢層において､
特に危険率が高いことをうかがわせる｡
生産年齢層は､筋力や運動特性といった生物学的性差
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図3. 日常生活事故による死亡率の性比(女性-1)
に加えて､特に社会的性差の大きい年齢層と考えられ､
そのために死亡率の性差も大きくなるものと推測できる｡
この年齢層において､イギリスよりも日本の性差が大き
いということは､社会的要因の影響が大きいものと考え
られる｡なぜならば､日本とイギリスにおいて､疾病傾
向を除いて､生物学的に大きな性差の違いがあるとは考
えられないからである｡ここで､日常生活事故を引き起
こす要因となりうる脳血管疾患､心疾患､高血圧疾患等
による死亡率の性別割合を図4に示す｡棒グラフ内の数
字は､10万人に対する死亡率である｡
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図4. 疾病による死亡率の性別割合
イギリスの女性に脳血管疾患の割合が高く､日本の女
性に高血圧疾患の割合が高くなっている｡しかし､日本
とイギリスで､これらの疾病傾向に大きな差異があると
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は言えない｡
一方､日本とイギリスの社会的な性差に着目すると､
女性の社会進出を表すと考えられる15歳以上の就業率は
日本50%､イギリス46% (1994年予測)と大きな差はな
い9)｡しかし､生活行動を仕事時間､家事時間などの行
動時間を用いて比較すると､日本は世界の中でも､最も
男女差の大きい国であることが､明らかになっている10)
これは日本の男性の家事 ･育児の分担率が各国に比べて､
顕著に少ない9)ためである｡イギリスとの比較では､女
性の1週間あたりの家事･育児時間が､日本27.1時間､イ
ギリス30.0時間であり､大きな差はない｡一方､男性に
ついては､日本2.9時間に対 し､イギリスが11.4時間と
日本男性の約3倍になっている9)｡よって､女性の社会
進出という点では､差異はないものの､日本はイギリス
よりも､明確な性別役割分担が存在する国であると言え
るだろう｡
以上のことから､日常生活事故による死亡率の中でも､
特に生産年齢層の性差には､性別役割分担に伴う､生活
時間の使い方や､主な活動場所などが大きく関連してい
るものと考えられる｡
‖ 事故種別にみる死亡率の性差の比較
ここでは､イギリスが日本とは違う傾向を示した浴槽
での溺死と､階段からの転落について､検討する｡
浴槽内での溺死事故
日本における日常生活事故による死亡数と死亡率は､
通常､乳幼児でやや高く､生産年齢層で低くなり､高齢
者､特に後期高齢者で急増する傾向にある｡図5の通り､
日本の溺死事故による死亡率は､この傾向をよく表して
いるが､イギリスは全く異なる傾向を示している｡イギ
リスでは､乳幼児の死亡率が男女ともに最も高い｡その
他の年代については､死亡率そのものがかなり低いため､
大きな違いはないと考えられる｡
生活時間や活動場所に影響を受けやすい他の生活行為
と比較して､入浴行為には､社会的な性差の影響が､ほ
とんどないと考えられる｡そのため､この傾向の違いに
は､入浴形態､浴室の形式といった生活様式の違いが大
きく関連していると推察される｡ また､日本では､部屋
ごとの温度差から､浴室 ･トイレや廊下において､高齢
者の事故が多発していると指摘されている｡その点から
考えると､イギリスはセントラルヒーティングが普及し
ており'1)､温度差による事故の発生が抑えられている可
能性がある｡イギリスは日本より高齢者人口割合が高い
(日本14.6%､イギリス15.9%)にもかかわらず､高齢
者の溺死事故が少ない原因のひとっとして､住居内の温
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図5. 浴槽内における溺死による死亡数と死亡率
度差が少ないことも考えられる｡
一方､性差という観点からは､イギリスの方が男性の
死亡率が高くなっているが､死亡率が小さく､年齢層別
にも明確な特徴は出ていないため､比較が難しい｡
階段からの転落事故
図6に日本とイギリスの階段転落事故の死亡数と死亡
率を示す｡
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図6. 階段からの転落による死亡数と死亡率
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イギリスは､男性の後期高齢者で死亡率が急増 してい
るが､その他の年齢層では､むしろ日本の男性の方が死
亡率が高い｡イギリスの男性全体で､日本よりも死亡率
が高くなっているのは､後期高齢者の死亡率が影響して
いるものと考えられる｡女性については､35歳以上のす
べての年齢層でイギリスの死亡率の方が高い｡また､男
性と同様に､後期高齢者の死亡率が他の年齢層に比べて
顕著に高い｡
イギリスでは､日本に比べて高齢者福祉が充実 してお
り､在宅高齢者の自立に向けて､様々なサービスが提供
されている12)｡そのため､自宅で暮らしつづける高齢者
の数は､日本に比べて多いと推測され､高齢者の住宅内
での事故が､日本よりも多く発生 している可能性がある｡
ただし､転倒事故による死亡率は､日本とほぼ変わらな
い｡その一因として､階段での事故は､特に死亡に至る
確率が高いことがあげられる｡
また､日本において､男性の死亡率が女性の約2倍で
あるのに対 し､イギリスでは､大きな性差が見られない
のは､イギリスは女性の死亡率がやや高い上に､男性の
死亡率が低いためである｡イギリスでは､靴を履いたま
ま住居内で生活 しており､特に種の高い靴を履く機会の
多い女性については､階段転落事故による死亡率の高さ
に影響を与えていると考えられる｡
まとめ
本研究で､日本における日常生活事故による死亡率の
性差は､イギリスよりも大きいことが明らかになった｡
社会構造の異なる国の間で､日常生活事故の性差の大き
さも異なるということは､生物学的な要因よりも､むし
ろ社会的要因の与える影響が大きいことを示唆している｡
今回､比較の対象となったイギリスは､女性の社会進出
の度合い､生活時間の使い方など､日本とよく似た社会
背景を持っ国である｡しかし､男性の生活時間の使い方
には､差異があり､家事時間が日本の男性より長いイギ
リスの男性は､必然的に在宅時間が長いと推察される｡
よって､日常生活事故の死亡率に最も関連の高い要因と
して､この在宅時間や主な活動場所が考えられる｡
また､高齢者福祉の充実したイギリスでは､自立 して
生活する高齢者が多く､高齢者の日常生活事故の発生率
が高い｡ しかし､イギリスでは､高齢者が住み慣れた家
に住みつづけるための､きめ細かい住宅改善サービスが
盛んに実施されている｡さらに､安全で健康を損なわな
い住宅のための居住基準が､住居法で明確に定められて
おり､基準に適合しない住宅の立ち入り調査と使用を停
止させる権限が住宅検査官制度 (housinginspector)
(4)
により､認められている12)｡そのため､住環境の安全性
は､日本と比較 して､厳 しくチェックされており､日本
の住環境よりも安全性が劣っているとは考えにくい｡こ
れは､日常生活事故全体の死亡率が低いことからも確認
できる｡
今後､日本でも､住宅は高齢者福祉の場としての役割
が大きくなると考えられるが､イギリスの状況は､在宅
福祉サービスの充実と共に､住環境改善についても十分
な対策を考慮 しなければならないことを示 している｡ま
た､そうした対策を検討する上で､より細かい個人属性
に基づいた研究の必要性が高まると考えられる｡そこで､
安全な住環境の整備へと結びっけるために､本研究も､
他の諸外国との比較や､年齢別のさらに詳細な検討へと
発展させていく必要がある｡
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Summary
InJapan,thedeathrateofmalesishigherthanthatoffemalesinrespectofmostkindsofdailyaccidents.
●
SocialfactorssuchasgenderrolesandphysiologlCalfactorssuchasmuscularpowerinfluencethegenderdif-
ferencesinthemortalityrate.However,gendersarenotabletotreatnumerically,andtherefore,itisdiffi-
culttocalculatetheextentofinfluences.
Withthisresearchwetrytoevincetherelationbetweensocialfactorsandthegenderdifferencesofpeople
lnJuredfrom dailyaccidents,basedonacomparisonofJapanwithEnglandandWales.
●
Theresultsareasfolows:
(1)ThegenderdifferencesinthedeathrateinJapanarelargerthanthatinEnglandandWales.Ontheother
hand,thesocialbackgroundinJapandiffersfrom thatinEnglandandWales.Webelievethatthereisa
strongrelationshipbetweenthegenderdifferencesofcasualtiesduetodailyaccidentsandsocialfactors.In
particular,webelievethatthegenderroleshavealargeinfluenceonthedeathratecausedbydailyaccidents.
(2)Withrespecttoaldailyaccidents,themortalityrateinEnglandandWalesislowerthanthatinJapan.
Incontrast,Withaccidentsinvolvingelderlypeople,thedeathrateinEnglandandWalesishigherthanthat
inJapan.ThisisbecausemostoftheelderlyliveintheirownhomesindependentlylnEnglandandWales,one
●
ofadvancedwelfarecountries.Consequently,furtherstudiesarerequiredinJapanthatisfaclngagedsociety.
(5)
